
第Ⅱ章　林業と山村（中山間地域）
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(山村地域のコミュニティの活性化) 
山村地域の人口が減少し、周辺集落の里山林の手入れが滞る中、集落の維持・活性化を

図るためには、里山林の整備と併せて地域住民や地域外関係者による協働活動を通じたコ
ミュニティの活性化が必要である。また、地域資源の活用により山村地域やその住民と継
続的かつ多様な形で関わる「関係人口」の拡大につながることが期待されている。

このため、林野庁では、山村の生活の身近にある里山林の継続的な保全管理、利用等の
協働活動の取組を支援している(事例Ⅱ－６)。さらに、地域の新たな支え手を確保できる
よう、特定地域づくり事業協同組合72等の枠組みの活用を推進するとともに、林業高校や
林業大学校への就学、「緑の雇用」事業によるトライアル雇用等を契機とした移住・定住
の促進を図っている。 

このほか、人口の減少、高齢化の進行等により農用地の荒廃が進む農山漁村における農
用地の保全等を図るため、「農山漁村の活性化のための定住等及び地域間交流の促進に関

72 地域人口の急減に直面している地域において、農林水産業、商工業等の地域産業の担い手を確保するための特定地域
づくり事業を行う事業協同組合。特定地域づくり事業とは、マルチワーカー(季節ごとの労働需要等に応じて複数の
事業者の事業に従事する者)に係る労働者派遣事業等をいう。 

事例Ⅱ－５ 地域資源を活用した特産品の開発による付加価値向上
に向けた取組 
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市は、令和４(2022)年から、市内の竹を活用することにより、放置竹林を解
消し、地域の環境・景観を改善することで、まちづくり活動の活性化や地域経済の循環を
目指す「オクオカ注竹プロジェクト」事業に取り組んでおり、岡崎市内の森林組合、農業
協同組合(JA)、商工会、畜産生産者、まちづくり協議会等の様々な団体等が参画した「オ
クオカ竹資源活用協議会」を組織して活動を推進している。

同プロジェクトで最初に力を入れて開発された「岡崎竹千代ポーク」は、竹炭パウダー
を添加した餌で育ったブランド豚で、市内の精肉店や飲食店で販売・提供されている。こ
のほか、同プロジェクトでは、たけのこの加工食品、竹炭の土壌改良材、竹炭を使ったイ
ンテリア等の商品も開発・販売している。

これらの活動は、荒廃した竹林を整備しながら竹の新たな価値を生み出すことで、国土
保全や地域経済への貢献にもつながる取組となっている。 

注：「岡崎市の奥座敷」という意味を込めた、岡崎市内の緑豊かな山々に囲まれた中山間地域を指す愛称。 

竹林整備の様子 かぐや姫「輝」 
(たけのこの加工食品) 

(写真提供：岡崎市) 

竹炭の土壌改良材 
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